
25 26

て、災害時における放送や通信の確保に取り組んで
います。
　その総務省において、私は、入省後最初のポスト
で災害対策として有効な新しいラジオ放送の制度
検討を担当しました。さらに、２年前から在籍してい
る現職においても、災害時に情報の断絶が発生し
ないよう、地域の情報通信ネットワークについて、水
害や停電に強いものに高度化していく事業を担当
しています。

　この他、内閣人事局在籍時には、海上保安庁の領
海警備体制や気象庁の火山監視体制を担当し、情
報通信とは違った角度から安全・安心の確保に携
わりました。また、霞ヶ関にとどまらず、入省６年目か
ら約２年間、宮城県気仙沼市に管理職として赴任
し、被災地の現場において復興と地方創生に取り組
み、「地方創生」の文脈でも情報通信が重要な役割
を果たしていることを、身をもって実感しました。この
ように、多様な仕事を通じて、入省時の思いを少し
ずつ形にすることができていると感じています。
　それぞれの思いを持った職員同士の議論と切磋
琢磨の先に、新たな政策が生み出されます。強い思
いを持った皆さんの入省をお待ちしています。

　私が入省する３週間前の2011年３月11日、東
北地方を中心に大きな被害をもたらした東日本大
震災が発生しました。1000年に一度とも言われる
大災害により、被災地さらには国全体が大きな不
安に覆われるなか、私は国家公務員としての歩みを
始めることへの大きな責任、特に安全・安心への思
いを感じたことを覚えています。

　東日本大震災の後、政府では、「国土強靱化」と
して様々な災害対策を実施してきました。災害対策
というと、建築物の耐震性強化や堤防の整備など
の目に見えるハードインフラを想起する方が多いと
思いますが、目に見えない情報の確保も大きな課
題です。例えば、地震が発生してから30分後に大き
な津波の到来が予測される場合、その30分の間に
適切な行動を取ることが生命の安全に直結するこ
とから、正確かつ迅速に情報を届けることが必要不
可欠です。また、精神面でも情報によるつながり自
体が安心をもたらします。そこで、情報通信を所管
する総務省においても、「国土強靱化」の一環とし
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ル作りを目指しており、我が国として受け入れ可能
なルールかどうか細かく目を配りつつ、各国と調整
を行うことが私の主な仕事です。日進月歩のICT分
野で海外の潮流と国内政策の橋渡しをするために
は、海外・国内双方について深く理解することが求
められます。プレッシャーが掛かる仕事ではありま
すが、やりがいと情熱をもって仕事と向き合ってい
ます。

　初めて異動を迎えたとき、新しい仕事に興味が
持てるか不安に感じたのをよく覚えています。ICT分
野の醍醐味は、めまぐるしく変わる分野だからこそ、
仕事の上でいつでも新しい気づきと学びがあるこ
と。絶えず情報のキャッチアップが求められますが、
飽きることはありません。最初は「放送コンテンツの
海外展開」というキーワードがきっかけで総務省の
門を叩いた私も、今では興味関心の幅も広がり、常
に好奇心が刺激されています。今このパンフレット
を手に取って読んでくださっているそこのあなた、ぜ
ひ一緒に総務省で働いてみませんか？まずは説明
会で、お会いできるのを楽しみにしています！

　「放送コンテンツの海外展開に貢献したい！」大
学時代の米国留学で出会った友人たちが日本に
興味を持ったきっかけとして挙げたのは、日本のド
ラマやアニメといった放送コンテンツでした。放送
コンテンツの持つソフトパワーを活かして、日本を
元気にしたい。今になって思い返せば、そんなふ
わっとした、しかし熱量だけは人一倍の思いで就職
活動を突き進み、気がつけば縁あって総務省で働
くことになりました。有り難いことに、入省してすぐ
に放送コンテンツの海外展開に携わることができ、
日本の魅力を発信すべく、熱心に業務に取り組み
ました。

　そんな私が、なんということでしょう。入省から数
年経った今、入省時には想像もしていなかった、世
界貿易機関（WTO）や経済連携協定に関わる業務
を担当しています。先日も、スイス・ジュネーブの
WTOを訪れ、80か国以上が集まる会議に参加し
てきました。今、WTOでは電子商取引に関するルー
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平成 23年 4月 総務省採用
   　同　情報流通行政局地上放送課
平成 25年 7月 　同　情報流通行政局情報流通振興課情報流通高度化推進室
平成 26年 7月 　同　行政管理局主査　併任　内閣官房内閣人事局（国土交通省１担当）
平成 28年 7月 気仙沼市震災復興・企画部参事（けせんぬま創生戦略担当）
平成 30年 4月 現職
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平成 28年 4月 総務省採用
   　同　情報流通行政局情報通信作品振興課
   　　　放送コンテンツ海外流通推進室
平成 29年 7月 　同　情報流通行政局衛星・地域放送課　併任　地域放送推進室
令和 元年 7月 　同　現職




